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　　　（単位万円）

昭和35年度主な内容

定例町議会
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昭
和
三
十
五
年

　
度
一
般
会
計
決

昭　和
35年度
2，1612，161町民税604、固定資産税1，208
　　　軽自動車税14、木材取引税7、
　　　電気ガス税102、たばこ消費税
　　　165、入浴税61
2，888

　128　財産売却代
　58　建物貸付料・戸籍各種証明料
　646　各種の国庫補助金
　130　各種県補助金

　329道路、ポンブなどの地元負担＼
　　　金繰入
　178
　149
　539町の借金
7．206

　　　　　　　　　（単位万円）
昭　和　　　　　．　　、
35年度　　　旺和」5年度王な内容

　　75　26名の議員韓酬1、旅費
1，193　職員給料、備品、庁舎維持費等
　163　団員手当、備品費など
1，004　道跨維持修繕費298、冬仙線、

　　　坪野、赤倉、東段線丁富費？05
　　　赤倉、三桶橋架替工事費116な
　　　　ど、廻防費71
2，659　松之IIl小215、浦円小156・松
　　　卑小104、東川・1・96、三省小98
　　　坪野・卜53，松之Lll中364、浦囲
　　　中1，163、高校173、公民舘88
　337　病対事蝶費223
　　　社会福祈費100
　135伝染病テ防、紀核浮駐、寄生
　　　虫亨防など
　826／」団翅雅備丁暮319、中尾農
　　　道丁事87、劃撫粉機46
　210町債¢償還金と和、子
　254
6，85S

3年度へ繰越

準備積立　1，000，000円

翌軍へ繰越　　2，480，150円

072円

922円

　湯本簡易水道会計決算

歳入254，691円
歳　　出　　103，228円

差引残　151，463円

　ブルトーザ会計決算

歳　入1，581，ア63円

歳　　　出　　　g94，769円

差引残　586，994円

　
算
の
認
定
に
つ
い
て
。

　
掲
）

ω
昭
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十
五
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国
保
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計
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よ
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営
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算
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定
。
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ザ
会
計
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の
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昭
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三
十
六
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一
般
会
計
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よ
び
国
保
会
計
な
ど
追
加

　
更
正
予
算
承
認
。
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（
直
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設
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労
青
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宿
舎
）
建
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に
伴
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予
算
外
義
務
負
担

年曳
診
露

頭
餐，

　
新
年
お
め
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と
う
存
じ
ま
す

こ
こ
に
新
．
春
を
お
祝
い
申
上
げ

併
せ
て
町
民
各
位
の
御
健
康
と

幸
福
を
心
か
ら
御
慶
び
申
上
げ

ま
す
¢

　
さ
て
昨
年
は
雪
害
、
水
害
、

風
害
と
数
々
の
天
災
に
見
舞
わ

れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、

多
の
苦
節
を
克
服
し
て
昭
和
三

150円

算

40円
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算

494円

025円
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雨
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合
　
八
三
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。

　
昼
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通
路
　
一
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・
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夜
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、
普
通
路
、
暴
風
．
雨
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時
の
場
合
　
六
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八
点
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一
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一
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冒
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改
築
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†
二
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例
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は
十
二
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二
十
五
日
町
役
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で
開
か
れ
た
。
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築
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与
し
た
場
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一
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に
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五
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を
加
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す
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（
乙
の
一
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は

五
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四
点
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歯
科
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補
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つ

七
、
歯
科
補
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つ
（
入
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歯
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の
点
数
改
定
又
は
新
設
。

　
局
部
義
歯

　
遊
離
義
歯
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歯
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た
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計
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計
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讐
黒
倉
分
校
を
実
情
調
査

　
十
二
月
二
十
五
日
の
町
議
会

に
黒
倉
学
区
民
七
十
六
名
か
ら

請
願
さ
れ
た
、
黒
倉
分
校
の
改

築
に
っ
い
て
、
一
月
七
日
町
議

会
総
務
文
教
委
員
会
で
実
情
調

査
を
行
つ
た
。

　
黒
倉
分
校
は
大
正
十
年
に
改

築
さ
れ
た
も
の
で
既
に
数
年
前

よ
り
老
朽
校
舎
と
し
て
指
摘
さ

の
　
辞

十
四
年
に
次
ぐ
豊
作
で
あ
つ
た

こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
農
家
各
位
の
な
み
な

み
な
ら
ぬ
御
努
力
に
対
し
夏
心

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。　
お
陰
を
得
ま
し
て
町
の
諸
々

の
事
業
と
町
議
令
議
員
各
位
並

に
町
民
各
位
の
積
極
的
な
御
麦

援
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
着

々
と
そ
の
進
歩
と
成
果
を
み
て

お
り
ま
す
こ
と
は
土
ハ
に
御
同
慶

に
堪
え
ま
せ
ん
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明
け
て
昭
和
三
十
七
年
こ
そ

は
と
、
松
之
山
町
の
前
途
を
描

一
…
十
三
万
円
及
び
八
十
三
万
円

（
十
年
間
）
の
二
件
で
あ
る
。

れ
、
現
在
三
学
紋
で
七
†
七
人

の
生
徒
が
い
る
。
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浦
田
中
学
の

屋
体
落
成

　
　
総
工
費
一
千
五
十
八
万
円

　
昨
春
武
江
組
の
請
負
で
施
工

さ
れ
て
い
た
浦
田
中
学
校
屋
内

く
年
頭
の
夢
は
多
彩
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
。
悩
み
の
種
チ
と

し
て
当
画
す
る
地
七
対
策
問
題

小
、
中
、
高
校
の
文
教
施
設
に

つ
い
て
の
対
策
こ
れ
に
加
え

て
曲
り
角
に
き
た
農
業
の
種
々

の
矛
盾
の
集
積
を
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
等
々
深
刻
な

重
要
問
題
を
抱
い
て
い
る
こ
と

て
あ
り
ま
す
の
で
、
年
頭
麗
辞

ば
か
り
な
ら
べ
立
て
る
訳
に
は

行
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
待
望

久
し
い
上
越
西
線
の
予
定
線
編

入
か
ら
調
査
線
へ
、
主
要
地
方

道
高
田
－
松
之
山
ー
六
日
町
線

の
改
良
改
修
工
事
の
大
促
進
．

更
に
地
下
資
源
開
発
に
依
つ
て

観
光
松
之
山
の
前
進
等
々
初
夢

　
二
「
ム
ー
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目
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カ
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舎
で
行
わ
れ
た
。

　
新
校
舎
は
総
工
費
一
、
〇
五

八
万
円
、
鉄
筋
二
一
四
坪
、
木

造
六
二
坪
、
計
一
八
六
坪
、
つ

ぎ
の
篤
志
寄
附
が
あ
つ
た
。

　
早
川
久
一
郎
氏
は
校
門
、
手

塚
興
業
社
長
は
引
幕
一
式
、
日

研
ガ
ラ
ス
社
長
は
運
動
用
具
一

式
。
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も
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米
ひ
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ぎ
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運
動
に
感
謝
集
ま
る

　
昨
年
暮
ご
協
力
い
た
だ
い
た

な
ら
ぬ
、
正
夢
と
し
て
描
く
に

足
る
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。

然
し
何
時
不
況
難
関
な
ど
不
測

の
事
情
に
見
舞
わ
れ
な
い
と
は

限
ら
な
い
訳
で
あ
り
ま
し
て
お

た
が
い
戒
心
自
斎
し
つ
つ
相
携

え
て
「
今
年
こ
そ
」
は
の
鋭
気

を
新
た
に
し
て
大
い
に
張
切
つ

て
山
積
せ
る
重
要
問
題
に
取
組

ん
で
参
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま

す
。　
町
民
各
位
の
深
い
御
理
解
と

強
い
御
麦
援
を
お
願
い
申
上
げ

ま
す
と
同
時
に
、
謹
し
ん
で
各

位
の
御
栄
幸
を
御
祈
念
申
し
上

げ
、
私
の
年
頭
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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ミ
　
　
≧
識
藩
叢
　
　
　
秦
馨
轟
淵
繍

鋼
欝
鯵
蹴
継
懲

も
ち
米
は
二
八
ニ
キ
ロ
と
非
常
一
配
分
送
付
し
ま
し
た
．
各
施
設
『
又
町
社
協
で
は
、

黙
獣
繍
総
讐
韓
鑛
謝
の
手
紙
が
届
い
繍
離
謎
萩
名

　
　
医
療
費
再
値
上
げ
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
深
夜
往
診
料
な
ど
大
巾
に
1

　
昨
年
七
月
一
日
概
ね
二
｝
・
　
％
引
上
げ
と
な
り
ま
し
に
．

五
％
の
医
療
費
が
引
上
げ
と
な
引
き
上
げ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

つ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
と
お
り
で
す
。

が
今
回
緊
急
是
正
と
し
て
十
二
　
　
乳
幼
児
・
特
定
疾
患

月
一
日
か
ら
更
に
平
均
二
・
三
　
　
初
診
料
を
新
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毒

　
　
　
　
　
　
　
は
ま
ぐ
み

輔
、
乳
幼
児
初
診
療
（
新
設
）

甲
表
及
び
歯
科
は
従
来
の
二

十
点
に
五
点
加
算
。

乙
の
一
表
は
従
来
の
六
点
に

五
・
六
点
加
算
。

　
点
に
五
点
加
算
。

　
六
才
未
満
の
乳
幼
児
を
初
診

　
し
た
場
合
で
あ
る
。

二
、
特
富
疾
患
初
診
料
加
算
（

　
新
設
）

　
厚
生
大
臣
が
定
め
る
特
殊
疾

患
（
主
と
し
て
内
科
、
小
児
科

で
扱
わ
れ
る
中
の
も
の
が
対

象
）
を
主
病
と
す
る
患
者
に
初

診
を
行
な
い
そ
の
診
断
が
確
定

し
た
と
き
、

甲
表
は
従
来
の
二
＋
点
に
五

　
点
加
算
。

　
乙
の
一
表
は
従
来
の
六
点
に

　
五
・
四
点
加
算
。

　
乙
の
二
表
は
従
来
の
五
・
六

　
点
に
五
点
加
算
。

　
深
夜
往
診
料
な
ど

　
大
巾
引
上
げ

三
、
深
夜
診
察
料
加
算
（
改
定

叉
は
新
設
）

深
夜
は
（
午
後
十
時
か
ら
午
前

六
時
迄
）

　
甲
表
及
び
歯
科
は
従
来
の
二

　
十
点
に
十
点
加
算
。

　
乙
表
は
再
診
料
を
算
定
で
き

　
な
い
再
診
（
入
院
外
）
の
場

　
合
。

　
乙
の
一
表
は
従
来
の
六
点
に

　
十
点
加
算
。

　
乙
の
二
表
は
従
来
の
五
・
四

　
点
に
十
・
八
点
加
算
。

　
従
来
は
そ
れ
ぞ
れ
所
定
点
数

の
二
倍
で
あ
つ
た
が
改
定
に
よ

豊
一
．
倍
と
な
つ
た
。

例
、
二
粁
（
半
里
）
ま
で
（
改

定
の
も
の
）

　
深
夜
、
難
路
、
暴
風
雨
雪
時

　
の
場
合
　
一
一
六
・
九
点
。

　
深
夜
、
難
路
の
場
合
　
八
三

　
・
五
点
。

夜
間
、
難
路
、
暴
風
雨
雪
時

　
の
場
合
　
一
〇
二
・
0
点
。

肝（
・
　
せ
　
日
へ

卵
　
　
　
引
所

　
　
ら
　
月
務

…
　
P
　
　
3
事

…
　
矢
　
は
務
ば

催
お
臨
貯

…
　
の
　
の
高
な
い

　
　
　
　
　
税
に
　
し
な

冊
告
業
で
告
ら

　
　
　
　
　
事
ま
　
申
な

卿
　
申

酬
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

…
業
渇
。
　
　
　
　
勉
　
㎜

脚
事
猷
批
螺
曾
胡
“
踊
鋤
あ
糊
　
脚

鴨
．
鶴
働
留
欝
講
駅
鞭
肋

・
正
却
瑠
紺
林
鋒
敦
賭
㎎
研
畷
　
・

…
改
嚇
騰
鯵
醐
摺
咀
博
％
練
欲
丸
醐

㎜
灘
驚
駿
澱
継
㎜

…
住
①
図
　
　
　
　
　
　
圖
　
”

甜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

ノ
も
＝
．
9
●
浩
＝
．
、
隔
＝
噂
一
・
』
＝
噂
『
・
馬
一
＝
＝
＝
＝
マ
一
へ
帽
＝
．
‘
3
＝
．
9
」
＝
3
■
コ
＝
」
ζ
＝
．
ノ
も
＝
－
！
》
＝
．
」
ユ
マ
・
イ
自
マ
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
点
と
改
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
注
…
点
数
の
一
〇
倍
は
金
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
一
点
は
十
円
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
の
一
般
医
療
機
関
は
乙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
表
の
扱
い
で
あ
る
。
但
し
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
は
甲
表
に
似
た
特
別
規
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扱
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
つ
．
．
『
、
♪
つ
　
ζ
．
・
二
F
’
二
♪
一
，
つ
＝
・
、
＝
う
．
9
も
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
月
の
農
地
相
談
日
は
各
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
一
月
二
〇
日
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
町
農
業
委
員
会
ー

一
三
＝
「
一
二
一
＝
。
’
」
＝
噌
．
＝
一
＝
一
．
‘
コ
周
－
’
曜
へ
＝
噌
3
＝
＝
「
・
も
＝
｝
．
唱
鴨
＝
－
一
’
＝
雪
F
●
島
＝
＝
二
＝
－
．
♂
ニ
マ
σ
‘
＝
胃
9
｛
鱒
＝
ン
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
負
婦
農
）
控
ま
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
産
熟
く
者
り
　
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
助
産
除
従
な
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
　
・
畜
は
　
専
く
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
業
・
業
と
な
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
医
ま
兼
　
い
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
　
、
ん
と
　
な
で
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
業
あ
業
し
が
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
告
な
。
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
除
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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も
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町
民
に
周
知
徹
底
が
急
務

松之出申学校舎統合蔑教寳委翼会釜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
者
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
で
要
望

　
　
議
会
・
教
委
　
地
区
懇
談
会
を
計
画

学
校
経
営
の
合
理
化
と
義
務
教
育
水
濫
向
上
を
図
る
た
め
、
昨
年
来
町
教

委
が
‡
体
と
な
つ
て
町
議
会
総
文
委
の
協
力
を
得
て
．

を
進
め
て
き
た
松
之
山
巾
学
校
舎
統
合
計
画
の
具
依
案
が
こ
の
程
よ
う
や

く
ま
と
ま
つ
た
の
で
、
宍
る
五
日
町
議
套
協
議
会
に
諮
り
、
そ
の
趣
旨
に

つ
い
て
、
全
面
的
賛
成
を
得
る
に
至
つ
た
の
で
、
乗
る
宇
．
例
咄
議
へ
、
ハ
に
提

案
す
る
前
に
、
こ
れ
を
町
民
各
位
に
周
知
し
．
酌
力
を
求
め
る
こ
と
と
し
．
－
、

今
月
八
日
、
部
落
総
代
と
学
校
関
係
代
表
者
と
の
協
読
会
か
．
開
V
慧
見

の
交
換
を
行
つ
た
…
…
。

そ
の
協
議
万

洪
と
し
て
各

地
区
巨
松
之

山
（
三
省
を

含
む
）
、
松

里
、
東
川
．

浦．

田
“
毎
に

分
科
会
夕
．
設

け
て
、
熱
心

た
話
し
合
い

が
な
さ
れ
た

結
果
、
次
の

と
お
り
代
表

者
か
ら
そ
の

皿
希
望
意
見
が
発
表
さ
れ
た
。

㏄
ω
、
統
合
す
る
趣
旨
に
つ
い
て
一

憂
辱
る
．

〕
図
、
統
台
す
る
趣
旨
に
つ
い
て

一
は
賛
成
す
る
が
分
校
増
築
直
後

』
で
あ
り
時
期
尚
早
で
あ
る
り

一
ー
、
而
統
合
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

漸
嘱
綴
負
担
の
軽
減
を
図

・
ら
わ
た
い

ω
、
統
台
計
画
に
よ
る
、
統
合

校
舎
の
建
築
規
模
が
、
町
財
政

一
規
模
の
枠
内
に
限
ら
れ
た
狭
隆

一
の
も
の
で
、
芳
、
の
趣
旨
に
反
す

『
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　　　　　　　　　①　　　　
（5

昭改（昭舎昭収昭’
和造現和建和並和年　　一』
四移i離縛蕪び三次　　・イ1
十築校十　Q十に十計　　　　li
蔑　9責輩　　傘箪葦画　計松1，

是1蝉摩準　画之蒙
内校寄一絞　　山艶
讐凄盤贅　中レ
ー’一τ 一 　　一 一一　『皿 　　　　拶ろ　一

　舎③　　　極Q　　　子
講統謬蟹謹　校i
二蔽耀ゼ継　愈
O・舎　内　舎　　統

異翻鵬嚢　合○　 に）○り　　位
○　’　坪μ1　置
O　寄　 （　　　並
円　宿　第前　び

飛
に
畷
し
そ
の
馨
藁

　
ら
れ
た
い

　
以
上
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
更

　
『
に
一
月
＋
三
日
、
町
教
委
、
町

蚕
羅
萎
の
高
会
議
を
開

マ
、
各
地
区
へ
の
p
R
の
日

　
程
、
方
法
並
び
に
統
合
推
進
協
一

　
議
会
の
設
置
等
を
研
究
協
議
す

　
る
予
定
で
あ
り
、
強
力
に
こ
れ

　
が
実
現
に
踏
み
出
す
こ
と
と
な

　
つ
た
。

　
そ
の
計
画
案
の
主
な
も
の
を
記

こ
　
せ
ば
次
の
と
お
り
。

内
訳
▽
校
地
買
収
並
び
に
整
地
費

　
四
、
、
五
〇
〇
、
O
O
O
円

▽
一
般
校
舎
建
築
費
（
木
造

　
二
階
建
、
八
七
〇
坪
）

　
一
五
、
九
一
コ
、
O
O
O

ロ
j
O

▽
屋
内
体
育
舘
建
築
費
（
鉄

匙登鱗1轟醜
松之山でこの子らの未来は明るく

一
　
骨
、
平
屋
、
二
〇
〇
坪
）

　
　
七
、
六
四
二
．
O
O
O
円

皿
　
▽
寄
宿
舎
建
築
費
並
び
に
汁

一
器
備
品
費
等
。

一
　
　
　
山
ハ
、
　
一
四
二
、
　
∩
）
（
U
O
田
口

奄
需
町
輩
芝
計
上
さ

皿
れ
る
も
の
。

　
イ
、
東
川
、
松
単
両
分
校
地

　
　
区
牛
徒
の
通
学
補
助
。

｝
　
　
二
、
五
一
九
、
〇
四
〇
円

　
ロ
、
寄
宿
舎
の
燃
料
費
並
ぴ

　
　
に
電
気
料
。

　
　
二
二
五
、
○
0
0
円

　
　
、
寄
宿
舎
、
炊
事
婦
賃
金

　
　
一
九
二
、
O
O
O
円

①
、
寄
宿
生
の
食
費
並
び
に
持

参
す
る
も
の
（
父
兄
負
担
）

　
　
一
一
、

一
百
当
り
の
食
費
（
謬
料
）

一　二
〇
円
以
内
、
外
。

⑥
、
統
合
を
実
施
す
る
た
め
の

所
財
政
計
画
。

統
合
で
き
な
か
つ
た
場
合

の
各
校
舎
増
築
計
画

三
六
、
〇
七
五
、
0
0
0
円

内
訳
qD

本
校
舎
（
二
七
七
坪
）

　
一
一
一
、
　
四
ム
ハ
五
、
　
O
∩
・
O

　
男
o

図
松
里
分
校
（
四
八
坪
）

三
四
、
O
O
O
、
O
O
O
円

内
訳
▽
自
主
財
源
（
年
六
〇
〇
万

　
円
と
し
て
四
ケ
年
分
）

　
二
四
、
O
O
O
、
∩
〕
○
○

▽
借
入
金
（
年
二
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
と
し
て
四
ケ
年
分
）
　
　
［

　
八
、
　
0
0
（
）
、
　
0
〆
O
と
O
円
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
特
別
寄
附
等
（
年
五
〇
万
一

　
円
と
し
て
四
ケ
年
分
）
　
一

　
一
p
、
O
O
O
、
O
O
O
円
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篇

　
屋
体
（
一
二
〇
坪
）

　
　
七
、
二
〇
〇
、
O
O
O
円

　
　
グ
ラ
ン
ド
整
地

　
　
二
、
0

O
O
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

　
野
本
教
育
長
談

学
校
の
適
．
正
な
規
模
を
考
え
こ

れ
に
基
づ
い
て
少
規
模
学
校
の

学
校
規
模
の
適
配
化
に
よ
つ
て

教
育
効
果
の
向
上
、
経
営
の
合

理．

化
を
図
ろ
う
と
す
る
た
め
で

あ
り
ま
す
。
教
育
組
織
や
施
設

設
備
が
充
分
で
な
い
為
所
期
の

教
育
効
果
を
あ
げ
に
く
い
の
が

現
状
て
あ
．
り
ま
す
。
そ
れ
に
新

　
二
、
四
八
五
　
〇
〇
〇
円
い

③
東
川
分
校
（
一
六
五
坪
）
・
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
『

　
七
、
四
二
五
、
O
O
O
円
一
・

㈲
高
校

　
一
般
校
舎
（
一
〇
〇
坪
）

　
四
、
五
、
O
O
、
0
0
0
円
．

一
一
一
蓋
一
養
“
…
輯
一
ξ
…
蓋
…
酬
爾
一
…
－
墨
…
蓋
一
繭
“
蓄
韓
喜
…
四
幽
葺
一
誓
…
一
…
一
幽
－
…
一
垂
…
§
四
彗
四
…
曽
雲
騒
一
一
茎
一
蓉
垂
喜
胴
…
≡
三
…
…
一
…
＝
…
…
…
一
＝
帽
…
…
剛
議
馨
釧
“
一
闘
喜
顎
｝
脚
層
一
嗣
書
引
剛
婁
琶
閣
一
…
＝
一
…
＝
…
＝
…
＝
…
…
一
…
…
一
一
…
…
一
－
…
－
一
…
…
．
一
騨
…

．
脚
…
一
一
一
一
…
一
一
一
－
…
“
置
．
一
…
一
騨
口
一
…
甜
一
騨
一
…
一
一
一
一
…
一
凹
．
一
…
一
一
一
一
…
一
薗
一
一
一
顧
…
一
凹
一
一
曇

農
道
の
整
備
と
和
合
を
誇
る

　
　
　
　
　
　
未
墾
地
”
須
山
”
開
発
の
夢
も

郷醜墾
「
お
前
も
出
稼
ぎ

し
た
方
が
い
い
が

ぢ
や
ね
や
か
エ
」

と
出
が
け
に
妻
君

か
ら
い
わ
れ
て
き

た
と
H
さ
ん
は
笑

い
な
が
ら
き
せ
る

を
た
た
く
。

　
世
帯
数
二
八
、
人
口
一
五
二

人
、
一
戸
だ
け
除
い
て
全
部
が

農
家
で
あ
る
。

　
今
年
の
米
の
販
売
量
は
八
百

俵
で
、
農
業
セ
ン
サ
ス
に
ょ
る

一
戸
当
り
農
産
物
の
販
売
額
は

十
四
万
二
千
円
（
町
平
均
九
万

八
千
円
）
で
町
全
体
か
ら
い
つ

て
も
そ
の
順
位
は
八
番
目
で
あ

る
。「
地
の
利
に
恵
ま
れ
割
合
生
活

程
度
の
す
す
ん
だ
小
ぢ
ん
ま
り

と
し
た
部
落
」
だ
と
部
落
長
さ

ん
は
い
う
。

　
テ
レ
ピ
が
十
四
台
も
普
及
し

て
い
る
こ
と
が
そ
の
証
左
だ
と

い
う
．
へ
き
か
o

　
無
理
を
覚
悟
で
農

　
道
づ
く
り

　
昭
和
二
十
八
年
に
農
地
の
交

換
分
合
を
や
り
引
き
続
い
て
三

十
一
年
か
ら
農
道
の
整
備
に
取
、

つ
組
み
、
三
力
年
で
延
三
千
米

（
六
本
）
の
工
事
を
完
遂
し
た

と
い
う
。
新
し
い
中
国
の
土
地

改
良
に
・
も
似
た
驚
く
べ
き
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
。

　
町
議
の
田
辺
さ
ん
（
四
十
二

才
）
は

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
に
は

ど
う
し
て
も
道
が
大
切
だ
と
い

う
着
眼
で
相
当
の
無
理
を
覚
悟

し
て
農
道
の
整
備
に
取
組
ん
だ

わ
け
で
す
。
し
か
し
こ
の
こ
と

も
部
落
内
の
和
合
が
実
に
う
ま

く
い
つ
て
い
る
か
ら
で
き
た
こ

冒
と
で
す
。
こ
の
点
光
間
却
、
．
旭
に

間光

誇
り
う
る
唯
一
の
も
の
ぢ
や
な

い
か
」
と
語
つ
て
い
る
。

部
落
に
い
ま
馬
が
五
頭
い
る
。

　
運
搬
に
極
め
て
便
利
で
す
、

　
耕
う
ん
機
で
は
と
て
も
ま
だ

　
る
つ
こ
く
て
…
…
」

　
新
し
い
夢
、
須
山

　
の
開
墾
．
［

　
あ
と
と
り
ウ
．
含
塗
て
人
口
の

地
辻
り
現
象
は
や
は
り
光
間
で

町
内
最
高
の
馬
の
飼
育
率
で
あ
・

る
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
「
農
道
が
整
備
し
た
た
め
に
一

も
進
行
し
て
い
る
。

　
こ
の
十
年
間
に
二

〇
才
か
ら
二
九
才
の

青
年
が
半
分
に
減
つ

て
、
い
ま
は
十
六
人

し
か
い
な
い
。

　
「
農
村
が
乏
し
く

　
て
、
こ
と
に
若
い

　
人
々
に
夢
が
な
く

　
な
り
つ
つ
あ
る
か

　
ら
だ
」

　
　
「
新
し
い
魅
力

　
を
、
ど
う
」
て
作

　
り
出
す
か
と
い
う

　
こ
と
だ
」

　
「
生
産
条
件
を
も

　
つ
と
積
極
的
に
拡

大
し
て
行
く
こ
と
だ
と
思
）

な
、
光
間
で
は
、
あ
の
須
山

（
す
や
ま
）
を
眠
ら
せ
て
お

　
く
て
は
な
い
と
思
う
あ
れ
を

　
開
墾
し
て
耕
地
か
、
放
牧
場

　
に
す
る
こ
と
だ
と
思
う
な
」

　
「
面
積
三
〇
町
歩
、
皆
は
畑

　
で
あ
つ
た
処
だ
か
ら
ブ
ル
ト

　
ー
ザ
で
や
れ
ば
割
合
簡
単
に

　
で
き
る
、
な
だ
ら
か
で
地
の

　
利
も
よ
い
し
」

農
業
基
本
法
な
ど
で
補
助
対
象

に
な
つ
た
ら
こ
の
開
墾
に
と
り

組
み
た
い
と
一
同
の
期
待
は
さ

か
ん
、
し
か
し
一
方
こ
ん
な
心

配
も
で
て
く
る
、

　
『
私
陛
が
未
来
の
た
め
に
と

　
い
う
こ
～
て
い
ろ
い
ろ
骨
折

　
つ
て
も
、
さ
て
振
り
返
っ
た

　
と
き
誰
も
あ
と
に
続
ノ
＼
も
の

　
が
な
か
つ
た
、
そ
ん
な
こ
と

　
に
な
り
は
し
な
い
か
…
…
」

農
基
法
に
つ
い
て
相
沢
農
協
組

合
長
夕
囲
ん
で
座
．
談
会
を
．
む
つ

た
と
い
う
部
落
だ
け
に
基
本
減

を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
つ

た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
は

強
い
関
心
を
示
し
て
い
6
。

　
土
性
骨
の
あ
る
高

　
校
教
育
を

　
昭
和
一
．
一
十
五
年
国
全
体
で
中
一

高
矢
学
睾
業
し
て
新
し
く
一

農
業
に
従
串
す
る
者
は
農
家
の
㎝

あ
と
と
り
の
立
場
に
あ
る
と
推

定
さ
れ
る
者
の
四
〇
艶
に
す
ぎ

な
か
つ
た
。
即
ち
あ
と
の
者
の

殆
ど
は
製
造
工
場
へ
就
職
し
て

い
つ
た
の
で
あ
る
。
誰
が
一
体

後
に
つ
づ
い
て
く
れ
る
の
か
、

農
業
の
法
人
化
は
ど
う
だ
ろ
う

協
業
化
は
ど
う
し
て
進
め
た
ら

い
い
の
か
。

　
「
高
校
の
教
育
方
針
を
、
町

　
の
一
産
業
発
展
と
結
び
つ
け
て

　
考
え
て
ほ
し
い
と
思
う
な
」

　
「
オ
レ
は
こ
の
土
地
で
骨
を

　
埋
め
る
ん
だ
、
と
い
5
人
間

　
を
作
る
、
土
性
骨
の
あ
る
教

　
育
が
ほ
し
い
な
」

し
か
し
ど
の
道
を
い
つ
て
も
．
豪

雪
と
い
う
壁
に
つ
ぎ
当
つ
て
し

ま
う
、
だ
が
こ
の
．
悪
条
件
を
ど

う
克
服
し
て
い
つ
た
ら
い
い
の

か
、
や
は
り
汰
人
に
む
夢
が
必

要
だ
と
強
調
す
る
o

　
「
無
雪
道
路
は
ど
う
か
、
十

　
二
月
一
ば
い
は
必
ず
バ
ス
が

　
通
る
と
い
う
こ
と
に
す
れ
ば

　
…
…
」

　
学
校
に
も
つ
と

　
国
の
援
助
を

中
学
校
の
統
合
話
は
洩
れ
聞
い

て
い
る
程
度
で
町
当
局
の
構
想

を
聞
か
し
て
も
ら
つ
た
上
で
な

い
と
何
ん
と
も
申
し
上
げ
ら
れ

な
い
と
い
う
o
だ
が
、

と
た
つ
た
一
枚
だ
け
貼
ら
れ
て
い

る
自
衛
官
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を

魂
吉
乍
ら
、
雍
学
校
建
築

一
舐
鵠
講
韓
雌
鶴
仇

一
訴
え
て
い
た
。

一
や
が
て
乙
の
部
落

　
　
で
は

一
部
落
長
の
小
野
塚
肇
さ
ん
（
三

㎜
＋
七
才
）
は

一　　
「
部
落
費
は
年
九
万
円
で
実

　
績
徴
収
制
を
と
つ
て
い
ま
す

「
財
政
的
に
本
国
は
か
け
声

だ
け
で
な
く
、
も
つ
と
町
や

父
兄
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う

考
え
て
も
ら
い
た
い
も
ん
だ

…
…
」

、
心
あ
つ
て
か
、
板
べ
い
に

　今ま

で
こ
の
部
落
は
ず
つ
と
一

　
農
道
で
ザ
古
し
ん
で
き
た
し
、

　
昨
年
は
小
型
ボ
ン
プ
を
導
入
｝

　
し
た
り
で
、
台
所
や
便
所
の
　
・

　
改
良
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
・

　
こ
ろ
で
す
。
先
ほ
ど
ど
な
た

　
か
が
い
わ
れ
た
よ
う
に
や
が

　
て
こ
の
部
落
で
は
須
山
開
墾

　
に
取
り
く
ま
な
い
で
は
い
な

　
い
で
し
よ
う
」

と
い
う
。

現
に
進
行
し
て
い
る
景
気
後
退

は
ど
の
よ
う
に
農
村
に
影
響
し

て
く
る
だ
ろ
う
か
、
又
国
の
人

口
白
書
は
コ
雇
傭
問
題
の
難
所

は
昭
和
三
十
七
年
か
ら
四
十
年

頃
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
、
こ

の
こ
と
が
農
村
人
口
の
地
辻
り

に
ど
う
作
用
し
て
行
く
だ
ろ
う

か
。
農
業
基
本
法
に
対
す
る
農
民
側

の
幻
想
的
期
待
は
大
き
い
、
し

か
し
農
業
の
資
本
主
義
化
を
強

引
に
う
ち
立
て
よ
う
と
す
る
国

の
意
図
と
、
結
果
的
に
は
か
な

り
喰
い
違
つ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
写
真
は
光
間
の
ク
ラ
プ
で
（

一
教
育
課
程
が
三
十
六
年
移
行
措

潰
が
行
な
わ
れ
、
一
一
．
十
七
年
度

一
を
迎
え
て
全
面
実
施
の
運
び
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
移
行
措

［
置
に
当
つ
て
は
学
校
当
局
の
一

一
方
な
ら
ぬ
御
努
力
を
し
て
ま
い

皿
つ
た
所
で
あ
る
が
学
習
指
導
の

一
徹
底
を
計
り
、
教
育
効
果
の
実

皿
を
あ
げ
る
た
め
に
は
一
面
に
於

ぞ
憲
提
の
整
化
を
図
ら

…
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
松
之

一
山
町
で
も
中
学
の
三
校
舎
を
統

『
合
し
て
鍬
育
の
向
上
を
計
り
た

　
い
と
思
い
ま
す
。
御
協
力
を
お

～
．
願
い
し
ま
す
。

新
春
に
当
り
皆
様
の
御
健
康
を

お
新
り
い
た
し
ま
す

　　　　松部　 産　 土　 総松
　黙　羨驚lll饗難
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山
椿
、
菊
、
さ
ざ
ん
か
が

嘆
き
乱
れ
て

　
　
ー
私
は
二
十
年
ぶ
り
の
出
稼
で
す
ー

埼
玉
県

　
布
施
　
き
く
（
3
2
）

従
藁
員
は
八
十
名
位
。
新
設
工

場
の
た
め
今
の
と
こ
ろ
は
設
備
．

は
上
々
と
は
云
え
な
い
。
仕
事
、

は
学
生
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
製

造
で
す
。
す
べ
て
分
業
で
す
．

朝
八
時
半
か
ら
で
残
業
の
時
は

夜
九
時
ま
で
で
仕
事
は
楽
な
方

で
し
よ
う
．
賃
金
は
約
束
通
ウ

で
す
。
食
事
は
栄
養
も
考
え
て

あ
り
充
分
で
す
。
公
休
日
は
定

ま
つ
て
い
ま
せ
ん
が
月
に
二
回

あ
り
ま
す
。
松
之
山
か
ら
十
名

来
て
い
ま
す
が
皆
ん
な
元
気
で

す
。

　
神
奈
川
県
（
北
野
農
園
）

　
田
辺
　
正
徳
（
1
9
）

仕
事
は
温
室
関
係
（
カ
ー
ネ
ー

シ
ヨ
ン
栽
培
）
で
温
室
、
ピ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
併
せ
て
三
ア
ー
ル

（
九
〇
坪
）
そ
の
他
に
柿
が
五

・
六
ア
r
ル
で
す
が
、
従
業
員

は
五
、
六
人
。
気
候
は
い
た
つ

て
良
く
、
晴
れ
た
日
に
は
富
士

山
が
眼
の
前
に
立
つ
て
い
ま
す

仕
事
は
温
室
、
ピ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

天
の
修
理
、
苗
や
切
花
の
出
荷

な
ど
で
す
。
賃
金
は
住
込
み
で

一
五
．
O
O
O
円
位
。
食
事
は

充
分
で
す
。
公
休
日
に
は
町
の

温
室
．
養
鶏
場
の
見
学
。
映
画

な
ど
で
す
◎
養
鶏
場
で
は
新
潟

県
の
人
か
ら
是
非
来
て
ほ
し
い

と
云
つ
て
い
ま
す
。

　
東
京
（
岩
井
木
工
）

　
　
和
久
井
茂
正
（
3
0
）

従
業
員
数
二
四
〇
名
。
仕
事
は

板
積
が
主
で
戸
外
の
仕
事
で
す

た
ま
に
工
場
内
の
雑
役
も
や
り

ま
す
。
た
ま
に
は
辛
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
食
事
は
普
通
。
週

休
制
で
時
々
映
画
を
見
ま
す
。

施
設
は
備
つ
て
い
ま
す
。
松
之

山
の
人
は
二
〇
名
い
ま
す
。

　
東
京
都
（
大
衆
食
堂
）

　
小
野
キ
ヨ
シ
（
兇
）

松
之
山
か
ら
十
一
名
、
松
代
か

ら
三
人
来
て
い
ま
す
。
み
ん
な

知
つ
て
い
る
人
達
で
あ
り
燃
料

皿
は
電
気
と
ガ
ス
唾
仕
事
は
交
替

一
で
や
呈
．
す
か
ら
割
合
に
楽
で

一
す
．
賃
磯
四
、
五
千
円
位
だ

そ
5
で
す
　
食
事
は
何
で
も
好

き
な
だ
け
い
た
だ
け
ま
す
の
で

㎜
大
変
結
構
で
す
。
週
休
制
で
若

一
い
人
達
は
町
へ
出
ま
す
。
夜
は

一
室
で
皆
ん
な
で
話
を
し
て
い
ま

一
す
。
病
人
、
ケ
ガ
人
が
な
く
皆

ん
な
毎
日
を
楽
し
く
す
．
こ
し
、

私
も
二
十
年
ぶ
り
の
出
稼
ぎ
で

若
い
人
達
に
交
つ
て
若
返
え
つ

冠
よ
そ
す
・

　
神
奈
川
県
（
大
洋
漁
業
）

　
　
相
沢
　
吉
治
（
鉛
）

π
葉
員
は
三
＋
名
程
で
す
。
山

㎝
林
を
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
で
切
り
開

．
い
て
団
地
式
住
宅
地
の
造
成
工

皿
事
で
す
。
気
候
は
暖
か
く
、
山

㎜
椿
、
菊
、
さ
ざ
ん
か
等
が
咲
き

一
乱
れ
て
い
ま
す
。
松
之
田
か
ら

萄
彙
て
い
享
が
楽
し
く
毎

皿
日
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
給

…
料
は
一
日
六
百
円
で
す
。
食
費

一
は
一
日
二
百
円
で
す
。
　
（
フ
ト

7
代
を
含
め
て
）
オ
カ
ズ
は
い

下
も
の
が
つ
い
て
御
飯
は
食
べ

一
た
い
だ
け
食
べ
ら
れ
ま
す
。
そ

一
れ
で
町
で
買
い
食
い
す
る
こ
と

｝
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
と

｝
こ
ろ
定
休
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
ケ
月
に
交
代
で
二
日
休
ん
で

い
ま
す
。
み
ん
な
の
一
番
の
楽

し
み
は
食
掌
に
あ
る
十
四
吋
の

『
テ
レ
ビ
で
す
。

出
稼
者
に
も
ボ
ー
ナ
ス

が
ほ
し
い

　
　
1
観
光
地
三
国
峠
は
寒
さ
き
び
し
ー

　
東
京
都
（
飯
田
製
作
所
）

　
　
　
邨
山
多
市
郎

　
　
　
佐
藤
　
春
騨

　
　
　
南
雲
　
敏
夫

．
従
業
員
は
約
百
人
。
設
計
、

立
、　
　
建
築
に
い
た
る
ま
で
の
叫

切
の
仕
事
を
や
つ
て
お
り
ま
す

私
達
は
ま
だ
｝
年
生
な
の
で
思

う
よ
う
に
仕
事
が
出
来
ま
せ
ん

が
、
電
気
熔
接
の
火
花
、
出
釆

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
箱
根
廻

り
の
一
泊
旅
行
に
つ
れ
て
行
つ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
忘
年
会
も

あ
り
ま
し
た
。

　
東
東
都
（
乳
熊
味
噌
）

　
　
大
見
　
経
次

従
業
員
約
百
名
。
交
通
の
便
の

い
い
と
こ
ろ
で
す
。
製
品
は
自

動
車
で
運
び
ま
す
．
賃
金
は
一

日
六
百
円
で
す
。
支
払
日
が
お

く
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
食
『

事
は
充
分
で
す
。
夜
は
テ
レ
ビ

を
見
ま
す
。
厚
生
施
設
は
不
備

蘇黙　　　降　ζ

『鱒鯉

愈
融
繕
、

　
　
　
　
　
『
ノ

　
「
’
　
　
　
．
羅
∈
博

ll欝

、
割
合
良
い
で
す
が
、
百
姓
出
な

の
で
少
し
不
足
で
す
。
休
日
や

勤
務
時
間
外
に
は
自
由
で
す
か

ら
ヒ
マ
が
あ
り
す
ぎ
て
金
を
使

い
す
ぎ
ま
す
。
厚
生
施
設
は
労

働
組
合
が
強
い
の
で
割
合
に
備

つ
て
い
ま
す
。
出
稼
者
に
も
何

ら
か
の
名
目
で
ポ
ー
ナ
ス
の
少

し
は
ほ
し
い
で
す
．

　
神
奈
川
県
（
林
業
）

　
　
村
山
　
直
吉
（
娼
）

山
梨
、
神
奈
川
．
静
岡
の
県
境
㎜

の
観
光
地
三
国
峠
で
す
、
富
士

羅
室

　　熱

謡

手耀
o

労一，

合
杢．露
催
o）

大
忘・

、
嚢
醐
灘

　
　
　
難

　
　
嚢
鱗
ン

灘

　
．
上
つ
た
鉄
骨
を
見
る
に
つ
け
て
．

　
男
ら
し
さ
夕
．
強
く
感
じ
と
て
も
一

　
や
り
甲
斐
を
感
じ
ま
す
。
寮
の

　
設
備
も
食
事
も
申
し
分
あ
り
ま

　
せ
ん
。
夜
は
テ
レ
ビ
、
碁
で
楽

　
し
ん
で
い
ま
す
。
東
頸
城
か
ら

　
外
に
二
名
来
て
い
て
田
舎
の
話
．

　
題
は
つ
き
ま
せ
ん
。
給
料
は
一

　
日
八
百
円
で
食
費
は
百
六
十
円

　
フ
ト
ン
代
百
五
十
円
で
す
。

　
公
休
日
は
月
二
回
で
映
．
画
に
行

組

覇
蓮
霧

し
て
い
ま
す
の
で
一
軸
協
力
で

す
。
賃
金
は
日
給
七
五
〇
円
位

で
食
費
は
二
百
円
以
上
か
か
り

ま
す
。
ピ
ン
は
ね
な
ど
絶
、
対
あ

一
り
ま
せ
ん
。
食
事
は
充
分
で
す

皿
現
場
は
松
之
山
の
人
だ
け
な
の

一
で
別
に
公
休
日
は
き
め
て
い
ま

せ
ん
。
雨
の
日
が
休
日
で
す
。

噌
宅
す
か
畠
ぶ
こ
と
も

一
な
く
故
郷
の
話
を
し
た
り
テ
レ

一
ビ
を
見
た
り
部
落
の
民
家
へ
お

茶
の
み
に
行
く
程
度
で
す
。
此

一
の
聞
二
＋
幕
の
蒙
と
れ
ま

し
た
．
物
凄
い
も
の
で
し
た
。

皆
ん
な
元
気
で
頑
張
つ
て
い
ま

［
す
・

一ふるさとは雪の明け暮れ一

年
会
が
あ
つ
て
参
加
し
ま
し
た

松
之
山
か
ら
三
名
来
て
い
ま
す

が
み
ん
な
元
気
で
す
。

　
神
奈
川
県
（
横
．
浜
ゴ
ム
）

　
南
雲
　
勝
二
（
2
6
）

　
小
野
塚
貞
夫
（
2
2
）

従
業
員
三
、
五
〇
〇
名
気
候
は

大
変
い
い
で
す
。
工
場
ま
で
歩

る
い
て
二
十
分
問
。
仕
事
は
タ

イ
ヤ
蒸
熱
係
、
編
上
ホ
ー
ス
の

セ
メ
ン
ト
処
理
係
な
ど
で
す
が

三
交
替
な
の
で
夜
勤
の
と
き
は

少
し
辛
い
で
す
が
大
変
楽
な
仕

事
で
す
。
賃
金
は
日
給
七
百
円

で
一
ケ
月
に
し
て
一
万
五
、
六

千
円
位
で
す
。
食
事
の
内
容
は

｝
東
京
都
（
飯
盟
貨
店
）

㎜
　
村
山
伊
勢
子
（
20
）

㎜
従
業
員
数
は
約
九
＋
名
で
す
。

…
設
備
は
大
体
艮
好
で
す
。
関
東

一
の
カ
ラ
風
は
仲
々
き
び
し
い
も

｝
の
で
す
。
勤
務
は
朝
八
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
；

｝
夜
七
時
ま
で
で
す
。
忙
し
㌧
吋

に
も
仕
串
は
案
外
楽
で
す
。
み

ん
な
若
い
人
だ
け
で
す
の
で
活

㎜
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
賃
金

㎜
は
月
払
い
で
な
く
春
帰
え
る
と

〒

口
べ
た
の
私
に
は
困
り

ま
す
（
騰
）

　
　
　
近
代
化
さ
れ
た
酒
造
設
備
、

　
　
　
山
は
一
組
と
な
つ
て
精
米
に
松
之

一
き
に
精
算
に
な
る
約
束
で
す
。

月
収
叫
万
円
位
で
す
。
店
内
で

買
物
を
す
る
の
で
、
そ
れ
は
．
賃

一
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
米

は
田
舎
よ
り
ま
ず
い
で
す
が
。

副
食
物
は
栄
養
価
に
富
み
食
事

菊
窪
充
2
食
ぺ
え
享

一
休
日
は
月
三
回
．
寝
て
暮
す
の

一
が
多
い
で
す
．
晋
蜜
呂
の

あ
と
は
読
書
と
お
し
や
べ
り
で

｝九
時
消
灯
で
す
。
厚
生
施
設
は

［
充
分
で
す
。

　
愛
知
県
（
は
に
や
洋
服
店
）

　
小
野
塚
艶
子
（
2
0
）

店
員
は
三
人
。
八
畳
の
部
屋
に

二
人
で
設
備
は
い
い
で
す
。
思

つ
た
よ
り
田
舎
で
び
つ
く
り
し

ま
し
た
・
客
の
買
物
の
相
手
は

口
べ
た
の
私
に
は
困
り
ま
す
。

月
収
五
千
五
．
百
円
で
す
。
食
事

は
充
分
で
す
。
九
時
に
店
が
終

り
す
ぐ
に
自
分
の
部
屋
に
行
つ

て
休
み
ま
す
。
公
休
日
に
は
た

い
て
い
名
古
屋
に
出
ま
す
。

　
愛
知
県
（
神
杉
酒
造
）

　
佐
藤
　
敏
孝
（
2
7
）

従
業
員
は
約
五
十
名
で
そ
の
う

ち
出
稼
者
は
二
十
二
名
。
．
酒
造

設
備
は
特
に
近
代
化
さ
れ
て
お

り
毎
日
の
よ
う
に
見
学
や
講
習

麿
り
享
．
こ
こ
は
交
碧

便
は
す
こ
ぶ
る
い
い
と
こ
ろ
で

す
。
松
之
山
か
ら
五
名
来
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
が
一
組
と
な
つ

一
て
葉
所
を
受
持
つ
て
い
ま
す

「＝
一
万
嬬
え
る
ま
で
に
四
委

酉
俵
を
精
白
し
な
け
れ
ば
な
り

｝
・
ま
せ
、
ん
の
で
．
頑
張
つ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
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う
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一
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ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紺

山
は
手
が
と
ど
く
よ
う
で
す
し

眼
下
に
は
ス
ヶ
i
ト
で
有
名
な
、

山
中
湖
が
あ
り
ま
す
。
非
常
に

寒
む
く
て
話
に
な
り
ま
せ
ん
。

霜
柱
が
五
寸
位
立
ち
ま
す
。
営
．

林
省
の
仕
事
で
パ
ラ
ス
、
砂
、

セ
メ
ン
ト
を
集
材
機
や
サ
ク
道
…

で
送
る
仕
事
で
す
。
作
る
堰
堤

は
高
さ
七
米
、
長
さ
二
十
米
の

小
さ
い
工
事
で
す
。
機
械
が
と
、

き
ど
き
故
障
し
ま
す
が
、
そ
れ

を
修
理
す
る
の
に
柔
問
ど
り
は

か
ど
ら
ず
そ
の
上
、
寒
さ
は
身

に
し
み
ま
す
が
年
が
あ
け
れ
ば

暖
い
平
地
に
行
く
こ
と
に
な
つ

て
い
ま
す
の
て
我
慢
し
て
い
ま

す
。
松
之
山
の
入
は
十
二
名
い

て
、
み
ん
な
が
一
緒
に
什
事
を

父と封㌧かせ出
子照沢相松之山中学2年

と
り
入
れ
も
す
み

木
の
葉
も
す
つ
か
り
落
ち
て

し
ま
う
こ
ろ

父
は
出
稼
に
で
て
ゆ
く

せ
か
せ
か
と
バ
ス
に
の
り
こ

み幾
度
も
バ
ス
の
中
か
ら
頭
を

さ
げ
る
。

涙
ぐ
み
な
が
ら
私
達
は
い
つ

迄
も
牛
を
ふ
り

泣
き
そ
う
な
顔
を
し
て
弟
は

見
送
る

そ
し
て
一
カ
月
も
た
つ
と

父
か
ら
お
金
が
と
ど
く

凍
え
る
土
と
寒
気
の
中
で

父
の
か
せ
い
だ
お
金
を

マ
ス
に
入
れ
神
棚
に
あ
げ
て

母
は
お
が
む

正
月
も
す
ぎ
る
と

私
達
の
と
こ
ろ
は
す
つ
か
り

雪
に
埋
も
れ

私
達
の
生
活
は
父
の
便
だ
け

を
あ
て
に
す
る
。

や
が
て
立
春
も
す
ぎ
る
と

父
の
帰
り
を
ま
ち
わ
び
て

弟
が
コ
ヨ
ミ
を
め
く
り
つ
づ

け
る

四
月
ま
だ
残
雪
も
ふ
か
い
頃

五
カ
月
ぶ
り
で
父
は
帰
つ
て

く
る

）
母
が
出
合
う
と
こ
ろ
ま
で
迎

え
に
ゆ
く

家
に
た
ど
り
つ
い
た
父
と
炉

に
か
こ
み

冬
の
日
の

　
く
る
し
か
つ
た
こ
と

　
た
の
し
か
つ
た
こ
と

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
語

り
つ
づ
け
る

待
ち
か
ね
て
い
た
弟
は

父
に
だ
か
つ
て

そ
の
夜
か
ら
父
と
ね
る

》
）
ζ
）
》
、
、
ζ
…

会
　
　
長

副
会
長

　
へ一

す
。
労
働
時
問
は
不
規
則
で
す

一
が
仕
事
は
い
た
つ
て
楽
で
す
。

　
日
給
は
最
低
手
取
五
百
円
で
す

『
が
経
験
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　
食
事
は
充
分
で
栄
養
も
い
い
で

で
病
人
は
い
喜
ん
が
無
料

一
で
入
讐
粟
享
．
皆
ん
な

一
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

　
　
静
岡
県
（
前
田
建
設
）

　
　
村
山
　
進
一
（
3
0
）

‘
従
業
員
は
約
三
百
名
。
設
備
は

一
　
　
　
　
ー

ー

羅轡難灘1灘蕪1
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オ
カ
ズ
が
足
り
な
い

　
　
　
1
公
休
日
は
一
日
中
ね
て
い
ま
す
ー

皿
　
東
京
都
（
神
田
運
送
）

　
　
和
久
井
新
吉
（
2
5
）

自
動
車
数
は
三
百
台
、
従
業
員

は
七
百
名
。
営
業
所
は
都
内
に

六
ケ
所
、
都
外
に
八
ケ
所
。
仕

一
事
は
荷
扱
で
す
。
労
働
は
普
通

一
で
す
。
一
甘
九
痔
間
働
い
て
四

、
百
五
十
円
～
四
百
八
十
円
で
す

外
食
6
金
が
か
か
つ
て
困
り
ま

す
。
風
呂
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寝

具
は
無
料
で
貸
与
し
ま
す
．
、
賃

金
が
低
い
せ
い
か
他
の
会
社
に

移
つ
て
い
く
人
が
い
ま
す
。
松

一
之
山
か
ら
十
人
来
て
い
ま
す
。

　
埼
玉
県
（
島
田
建
設
）

　
　
本
山
　
一
郎
（
兇
）

従
業
員
は
六
〇
名
。
松
之
山
か

甦
。
濠
て
い
享
．
仕
事

一
は
七
時
半
出
勤
で
五
時
ま
で
で

す
。
辛
い
仕
事
だ
と
は
思
い
ま

せ
ん
。
日
給
七
百
円
で
食
費
は

二
百
円
手
取
五
．
百
円
で
す
。
月

二
回
払
い
で
す
。
支
払
い
が
お

く
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
と
云
つ
て
も
風
呂
が
一
番
の

楽
し
み
。
雨
の
日
は
公
休
日
。

松
之
山
の
人
達
は
全
員
元
気
で

す
。
正
月
後
は
気
候
が
悪
く
な

り
雨
の
日
は
休
日
に
な
り
ま
す

か
ら
収
入
は
ぐ
つ
と
減
る
こ
と

で
し
よ
う
。

　
愛
知
県
（
本
保
製
作
所
）

　
丸
山
　
光
夫
（
1
7
）

従
業
員
は
大
体
百
五
十
名
。
新

潟
と
同
じ
位
の
寒
さ
で
す
。
私

は
現
在
は
雑
役
を
し
て
い
る
。

八
年
間
も
雑
役
を
や
つ
て
い
る

人
が
い
る
が
情
な
い
．
六
ケ
月

程
前
に
入
っ
た
人
の
話
だ
と
四

五
〇
〇
円
位
だ
そ
う
だ
。
食
事

は
朝
は
オ
カ
ズ
が
な
い
。
飯
も

一
寸
不
足
だ
。
食
堂
も
は
な
れ

て
い
て
不
潔
だ
。
公
休
日
に
は

　
　
【
四
頁
へ
つ
づ
く
】
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緑

の
芽
ふ
く
大
嚴
寺
原

草
地
造
成
第
一
年

次

分

ー
五

　
農
業
発
展
の
新
し
い
進
路
と

し
て
畜
産
の
う
ち
特
に
和
牛
を

大
巾
に
伸
ば
す
た
め
、
本
年
度

各
方
面
の
注
目
を
あ
び
乍
ら
着

工
し
た
大
厳
寺
原
の
草
地
造
成

事
業
は
、
第
一
年
次
分
五
ヘ
ク

タ
！
ル
が
去
年
十
一
月
完
成
し

た
。　
一
〇
ア
ー
ル
当
平
均
四
八

O
O
本
の
か
ん
木
の
な
ぎ
払
い

と
一
八
ト
ン
余
り
に
及
ぶ
資
材

の
運
搬
に
は
、
地
元
松
里
農
協

並
び
に
天
水
越
部
落
よ
り
絶
大

な
協
力
を
5
け
、
事
業
実
施
の

過
程
は
概
ね
計
画
通
り
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
牧
草
種
子
は

九
月
上
旬
に
播
い
た
が
、
牧
草

の
生
育
は
良
好
で
あ
つ
て
降
雪

前
に
は
十
五
セ
ン
チ
程
に
伸
び

て
い
る
。

　
種
目
別
の
主
な
る
事
業
費
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
に
よ
る
抜
根
一

〇
五
ア
ワ
メ
ー
タ
ー
二
一
万
円

耕
萩
機
に
よ
る
耕
起
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ク
タ

｝
六
万
九
再
、
炭
カ
ル
一
至

千
キ
ロ
一
一
万
二
千
円
、
肥
料

三
千
キ
ロ
六
万
九
千
円
、
牧
草

種
子
一
五
七
ギ
ロ
四
万
九
千
円

諏
人
夫
一
七
炎
芳
九
喬

根
瘤
菌
五
〇
本
一
千
八
百
円
、

管
理
小
舎
一
棟
四
万
八
干
円
、

刈
払
人
夫
二
四
二
人
一
〇
万
九

一
千
円
、
計
ヒ
四
万
七
千
円
内
補
・

助
金
三
六
万
七
千
円
、
実
施
面

鵬
咽
い
墓
齢
劉
恥
か

六
千
円
Q

児
童
扶
養
手
当
法

　
　
　
一
月
一
日
か
ら
実
施

　
児
童
扶
養
手
当
母
が
一
月
一

日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
Q
こ
れ

は
父
と
生
計
を
異
に
し
て
い
る

（
父
が
死
亡
、
不
具
、
生
死
不

明
、
離
婚
な
ど
で
）
児
童
を
育

て
て
い
る
母
等
に
対
し
て
麦
給

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
そ
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
尚
不
明
の
こ
と
は

ー
ル
完
成

役
場
厚
生
係
へ
．
こ
照
会
下
さ
．
る

よ
う
こ
…
：
・
。

　
　
O
麦
給
．
要
件

烈
欧
輯
請
雄
期
睦
塀
硝
肌
鰍
接

父
が
死
亡
し
た
児
童
、
父
が
廃

疾
で
あ
る
児
童
。

一
㈲
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
後

一
父
と
生
計
を
異
に
す
る
界
。
童
（

万
の
手
元
書
て
ら
れ
て
い
る

㎜
児
、
學
）

一
　
回
父
が
死
亡
し
た
児
童
。

一
　
⑲
父
が
廃
疾
で
あ
る
児
童
。

　
（
一
年
以
上
療
養
所
、
精
神
病

湯山でやがて姿を消すのか

院
等
に
入
院
し
て
い
る
場
合
を

含
む
）

　
ω
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童
戸
引
続
き
一
年
以
上
生

死
不
明
）

　
㈲
父
が
引
続
き
一
年
以
上
遺

一
棄
し
て
い
る
児
箪
。

　
8
父
が
法
令
に
よ
り
引
続
き

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児

童
。
　
㊦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

懐
胎
し
た
児
童
。

　
㈲
父
母
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
。等
で
あ
つ
て
義
務
教
育
終
了
前

の
者
を
母
が
警
護
し
て
い
る
場

合
及
び
母
が
な
い
た
め
、
そ
の

他
の
者
が
養
育
し
て
い
る
場
合

に
麦
給
す
る
。

　
出
稼
者
通
信
特
集

　
　
　
【
三
頁
よ
り
つ
づ
く
】

殆
ど
部
屋
で
ね
て
い
る
。
作
業

に
関
す
る
参
考
害
の
一
冊
位
は

ほ
し
い
。

　
愛
知
県
（
日
清
紡
）

久
保
田
ア
サ
ミ
（
1
6
）

　
佐
藤
　
モ
リ
（
1
7
）

薩
業
昌
七
薯
位
手
．
設

一
備
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
で
す
。

［
現
潔
す
．
こ
い
ほ
こ
り
で
す
．

㎝
北
風
が
強
く
寒
い
毎
日
で
す
。

一
私
達
の
仕
事
は
主
累
つ
ぎ
で

一
す
。
給
金
は
手
取
六
千
五
百
円

［
話
よ
り
少
い
で
す
。
御
飯
は
充

、
分
．
℃
す
が
オ
カ
ズ
の
方
が
少
な

い
で
す
。
休
日
に
は
気
ば
ら
し

に
街
に
出
か
け
ま
す
Q
会
社
の

　
　
牧
道
大
厳
寺

　
　
原
線
の
整
備

｝
　
草
触
造
、
成
に
と
も
な
い
大
．
こ

「ん
寺
原
ま
で
の
牧
道
駆
備
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁

よ
い
よ
着
工
さ
れ
る
c
既
に
昨

秋
測
量
は
終
り
目
下
設
計
に
取

り
か
か
つ
て
い
る
。

　
こ
の
牧
道
の
延
長
は
．
干
六
百

二
十
米
、
巾
員
約
三
・
六
米
で

工
事
費
は
国
か
ら
約
五
割
が
補

助
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

5
≡
＝
言
…
≡
…
…
≡
三
＝
一
…
…
…
…
＝
三
…
自
≡
…
三
…
三
三
＝
｝
≡
…
…
…
二
…
≡
一
三
＝
…
≡
…
…
≡
一
≡
…
…
一
…
…
…
『
≡
…
一
三
三
…
一
三
一
…
≡
三
…
…
…
＝
一
＝
…
三
…
…
三
…
一
…
三
三
…
＝
…
…
一
＝
三
…
…
ヨ
三
…
一
＝
讐
…
…
＝
…
＝
噌

冬
は
役
場
ま

で
出
掛
け
る

こ
と
は
大
変

で
す
か
ら
何

十
冊
か
ま
と

め
て
持
つ
て

行
つ
て
部
落

内
で
ま
わ
し

読
み
さ
れ
る

と
い
い
と
思

い
ま
す
。
何

時
で
も
お
申

出
下
さ
い
。

現
在
松
之
山

部
落
の
婦
人
会
が
そ
の
よ
う
に

や
つ
て
い
ま
す
。

　
　
　
O

影
の
車
　
　
　
松
本
清
張

砂
の
器
　
　
　
　
〃

黄
色
い
風
土
　
　
〃

雁
の
寺
　
　
　
　
水
上

虚
名
の
鎖
　
　
　
〃

悪
名
　
　
　
　
　
今

淀
ど
の
日
記
　
　
井
上

人
事
異
動
　
　
　
源
氏

花
影
　
　
　
　
　
大
岡

充
た
弐
、
れ
た
生
活

あ
い
つ
と
私

青
年
の
樹
（
一

完
全
試
合

勉
昇鶏　東
平太靖光

石
川
達
三

石
坂
洋
次
郎

・
二
）
石
原
慎
太
郎
．

佐
野
　
　
洋

マ
マ
お
う
ち
が
燃
え
て
る
の

一
　
　
　
松
尾
ち
よ
子

一
徳
川
家
康
（
硲
）
山
岡
荘
八

図
々
し
い
奴
　
　
柴
田
錬
三
郎

自
由
と
の
契
約
（
三
～
五
）

　
　
　
　
　
　
　
五
味
川
純
平

夜
と
霧
の
隅
で
　
北
　
杜
夫

一
ど
く
と
る
マ
某
ウ
擁
記

　
　
　
　
　
　
北
　
　
杜
圭

も
は
篶
禦
し
ベ
イ
涯

チ
ボ
ウ
家
の
人
々

　
　
　
　
　
．
シ
ユ
　
●
　
ガ
ー
ル

ぼ
く
は
．
上
様
　
　
寺
村
　
輝
夫

琴
は
㌘
撃
そ
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
セ
　
レ
！
三

じ
や
ぱ
ん
紳
士
　
早
川
　
東
一
三

し
き
た
り
の
中
の
女
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
瀬
川
清
子
一

橋
の
な
い
川
　
　
住
井
す
ゑ

何
ん
で
も
見
て
や
ろ
う

　
　
　
　
　
　
小
田
　
　
実

ま
あ
ち
や
ん
こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　
　
　
由
本
　
祐
義

人
闘
詩
話
　
　
　
吉
川
辛
次
郎

日
本
残
酷
物
語
（
一
～
冗
）

　
　
　
　
　
　
下
中
　
邦
彦

日
本
の
会
祉
　
　
坂
本
藤
良

過
去
と
未
来
の
国
々

　
　
　
　
　
　
開
高
　
　
健

忘
れ
ら
れ
た
日
本
　
岡
本
太
郎

ソ
ヅ
エ
ト
の
経
済
力

　
　
　
　
　
　
野
々
村
一
雄

英
語
に
強
く
な
る
本

　
　
　
　
　
　
山
石
出

顛
の
良
く
な
る
本
林

暮
し
の
手
帳
62
　
大
橋

平
和
の
た
め
の
戦
略

鎮　一
子評男

　
　
　
　
　
　
　
ケ
ネ
’
ア
イ
ー

一
重
素
の
声
ミ
ル
ズ

一
わ
が
キ
ユ
ー
バ
革
命

一
　
　
カ
ス
ー
・

皿
地
球
の
色
は
青
か
つ
た

一
　
　
　
　
　
ガ
ガ
ー
リ
ン

｝
審
へ
の
道
”

下
れ
ら
何
を
な
す
難
＋
郎

［一
日
本
農
昆
運
動
史
（
一
～
五
）

一
　
　
　
　
　
　
青
木
恵
一
郎

｝右い醜

辰
民
　
　
　
新
潟
日
報

農
民
生
活
へ
の
注
文

　
　
　
　
　
　
和
田
　
伝
外

戦
没
農
民
兵
士
の
手
紙

　
　
岩
手
県
農
村
文
化
懇
談
会

自
由
化
と
日
本
経
済

記
憶
術
の
実
際

私
は
一
一
才

青
汁
の
効
用

一
心
の
衛
生

π
生
の
知
恵

一
新
児
章
心
理
学

士
・
村

渡
辺
松
田
遠
藤
黒
田

〃〃

正仁道剛正
典郎雄彰晴

憲
法
を
生
か
す
も
の

　
　
　
　
憲
法
問
題
研
究
会

世
界
文
学
大
系

鳥
類
の
図
鑑
　
　
相
賀
　
徹
夫

原
色
日
本
鳥
類
図
鑑

　
　
　
　
　
　
小
林
　
桂
助

新
潟
県
公
民
舘
誌
　
県
公
連

麦
御
飯
ば
か
h
食
べ
る
の
は
い

や
で
す
か
ら
自
分
で
料
理
も
作

り
ま
す
。
松
之
由
か
ら
九
名
来

て
い
ま
す
が
皆
ん
な
元
気
で
す

　
長
野
県

　
　
佐
藤
　
よ
し
（
2
8
）

従
業
員
ぱ
三
百
人
あ
ま
り
で
す

諏
訪
は
毎
日
い
い
天
気
で
す
。

作
業
は
製
造
、
乾
燥
、
冷
凍
、

、
仕
上
げ
に
分
れ
て
い
ま
す
が
松

之
山
の
人
は
製
造
部
に
四
入
、

冷
凍
部
に
一
人
、
乾
燥
部
に
三

人
い
ま
す
。
季
節
工
は
割
に
良

い
そ
う
で
す
。
食
事
は
栄
鋒
士

㎝
は
い
ま
せ
ん
が
食
べ
も
の
、
は
充
．

分
で
す
。
寄
寧
舎
は
一
十
名
程
・

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

・
で
あ
と
は
通
勤
で
す
。
休
月
に

㎜
は
テ
k
ヒ
寛
ぢ
・
李
早

（
た
り
卓
球
を
や
つ
た
り
し
ホ
す

紡
績
の
情
勢
は
悪
い

よ
・
り
で
す

　
　
　
ー
炭
坑
の
も
ぐ
ら
は
辛
い
ー

．
手
ぬ
ぐ
い
専
門
で
仕
事
は
き
れ

U
で
辛
く
な
い
で
す
。
取
引
先

は
三
越
、
伊
勢
丹
で
す
。
従
業

属
は
三
＋
名
程
．
需
嬰
学

一
前
で
す
か
ら
交
通
の
便
は
い
い

が
皆
さ
ん
に
は
想
像
も
つ
か
な

下
物
凄
い
数
の
自
動
車
で
三
＋

一
分
も
待
た
さ
れ
る
交
叉
点
が
あ
…

万
ま
す
。
職
場
の
厚
生
施
設
基

皿
完
備
し
て
い
る
が
食
事
の
お
か

ず
が
悪
い
の
で
時
々
買
つ
て
食

天
ま
す
。
五
、
六
年
の
季
節
労
　

一
働
者
の
経
験
が
ち
れ
ば
一
ケ
月

㎜
に
三
万
～
五
万
円
位
の
賃
金
に
一

一
な
り
ま
す
。
休
日
は
月
に
全
休
、

一

二
日
、
半
休
二
日
で
何
れ
も
毎
「

　
日
曜
で
す
。
休
日
に
は
都
内
見

一
物
。
夜
は
将
棋
。

二
重
県
（
紡
績
）

　
高
橋
美
烹
子
（
1
6
）

「…
　
小
野
塚
紀
子
（
皿
）

一
設
備
は
大
変
艮
い
で
す
。
従
業

員
数
は
約
千
人
。
毎
日
楽
し
く

㎜
過
し
て
い
ま
す
。
賃
金
は
手
取

八
千
円
．
食
事
は
充
分
で
す
。

一
平
日
に
は
テ
レ
ビ
を
見
た
り
部

一
屋
で
話
し
合
い
、
休
日
に
は
時

東
京
割
若
井
（
佐
。
藤
染
物
工
場
）

征
治
（
2
0
）

々
町
へ
遊
び
に
行
き
ま
す
。
紡
［

績
の
情
勢
が
悪
い
の
で
機
幟
が
一

一
台
々
々
と
止
り
ま
す
。
松
之
、

山
の
人
達
は
皆
兀
気
で
す
。

　
束
京
都
（
製
本
会
祉
）

　
佐
藤
　
ゆ
き
（
1
9
）

従
業
員
は
約
百
三
十
名
Q
静
か

な
と
こ
ろ
で
す
。
仕
事
は
辛
く

な
い
で
す
。
一
冊
の
本
が
出
来

る
の
に
人
の
手
が
ど
ん
な
に
か

か
る
の
か
を
知
つ
て
び
つ
く
り

し
ま
し
た
。
食
事
は
充
分
で
す

休
日
に
は
．
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し

ま
す
が
家
に
便
り
を
す
る
の
が

一
番
楽
し
い
で
す
。
部
屋
は
冬

働
き
の
人
達
だ
け
な
の
で
、
夏
‘

聯
窮
諮
跡
椿
犀
数
謝
塾

団
の
こ
乙
な
ど
色
々
と
故
郷
の
　

話
に
花
が
咲
き
ま
す
・
松
之
山
一

の
人
達
は
み
ん
な
元
気
で
す
。
一

　
東
京
都
（
高
橋
運
送
．
・

　
福
原
　
久
善
（
2
0
）

　
村
山
　
光
夫
（
2
0
）
「

藻
の
隼
は
初
め
て
な
楚

設
備
の
良
否
は
わ
か
り
ま
せ
ん
．

気
候
は
松
之
山
と
変
り
ま
せ
ん

私
達
は
助
手
で
・
、
王
に
都
内
配
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す
。
楽
な
仕
事
で
す
。
一
日
『

に
六
、
七
百
円
で
約
東
通
り
で
［

す
。
会
社
に
は
食
堂
が
無
い
の
一

で
ょ
そ
の
店
で
食
べ
る
か
ら
金

が
か
か
つ
て
充
分
食
べ
ら
れ
ま
　

ぜ
ん
。
笙
腹
の
と
き
が
多
い
で
㎜

す
ら
休
目
に
は
硬
、
画
、
夜
は
テ
皿

レ
ビ
で
す
。

　
埼
．
土
県
（
川
ロ
ゴ
ム
）

　
村
山
　
正
知
（
2
0
）
｝

従
葉
員
は
約
百
人
で
養
備
、
待

醐
族
畷
鹸
脚
難
欝
ピ
一

ろ
で
す
・
　
　
　
　
　
｝

［
仕
事
は
ビ
ニ
ー
ル
製
品
の
製
造
一

亨
ミ
ア
イ
●
了
あ
星

万
々
・
イ
ル
・
レ
ギ
奮
で
す

一
仕
事
は
楽
で
．
暖
い
の
で
冬
季
出

一
稼
ぎ
量
賢
の
と
こ
ろ
で
す
一

一
県
笑
簗
再
義
茜

時
間
や
り
ま
す
と
夕
食
費
は
会

一
社
が
出
し
て
く
れ
ま
す
。
一
ケ

月
の
食
費
は
大
体
二
千
三
、
四

百
円
で
す
．
食
事
は
充
分
η
、
．
『

お
か
ず
は
大
変
高
禦
も
の
が
㎜

ー
－
－
－
－
ト
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

御
体
を
御
大
切
に

　
　
　
　
　
　
お
元
気
で
お
帰
り
を

皆
様
に
は
御
元
気
で
新
年
を
迎
．
御
帰
郷
の
暁
に
は
皆
様
方
の
他

え
ら
れ
た
こ
と
を
お
祝
い
申
し

ト
げ
ま
す
。

・
皆
慷
に
も
御
留
守
家
族
の
皆
様

に
承
御
一
緒
に
正
月
を
迎
え
ら

れ
な
い
御
苦
労
は
深
く
お
察
し

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
数
千
万
円
の
お
働
き
は

松
之
山
に
と
つ
て
欠
く
こ
と
の

出
来
な
い
財
源
で
あ
る
こ
と
は

周
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
ず
。

一
郷
で
の
貴
重
な
御
経
験
を
生
か

τ
て
困
難
な
農
業
問
題
を
い
だ

F
て
い
る
松
之
田
町
の
発
展
の

一
た
め
御
尽
雫
さ
る
こ
と
を
お

『
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

一
ど
う
ぞ
お
帰
り
の
と
き
ま
で
、

一
御
墨
専
だ
す
ご
さ
れ
ま
す

王
う
お
．
願
い
致
し
ま
す
。

｝
町
長
佐
藤
重
孝

つ
き
ま
す
。
休
日
に
は
映
画
を

見
た
り
卓
球
な
ど
や
つ
て
い
ま

す
。
厚
生
施
設
は
大
体
備
つ
て

い
ま
す
。
暮
に
は
盛
大
な
忘
年

会
を
や
り
ま
し
た
が
、
費
用
は

全
額
会
社
負
担
で
す
。

　
山
口
県
（
若
山
川
．
灰
鉱
）

　
涌
井
　
福
一
（
努
）

　
久
保
田
文
治
（
2
7
）

従
業
員
は
約
六
百
名
で
設
備
は

普
通
。
気
候
、
交
通
と
も
に
非

常
に
艮
好
。
仕
事
は
モ
グ
ラ
作

業
で
非
常
な
重
労
働
で
す
。
賃

金
は
一
日
八
百
円
位
だ
か
話
ど

お
り
に
は
い
か
な
い
。
食
事
は

充
分
で
休
日
は
あ
り
ま
す
が
賃

金
が
安
い
の
で
休
ま
ず
に
働
き

ま
す
。
現
場
の
話
題
は
ポ
ー
ナ

ス
の
こ
と
で
も
ち
切
り
で
す
。

会
社
側
も
一
般
従
業
員
も
我
々

季
節
夫
を
大
歓
迎
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ケ
ガ
人
や
病
人
は
い
ま

せ
ん
。

　
　
出
稼
ぎ
の
皆

　
　
様
へ

町
報
の
新
年
号
発
行
に
あ
た
り

皆
様
か
ら
多
数
の
お
便
り
を
頂

き
ま
し
た
こ
と
を
．
厚
く
お
礼
申

上
げ
ま
す
。

松
之
山
も
十
一
月
末
か
ら
数
回

の
降
雪
が
あ
り
車
の
点
父
通
も
．
不

便
に
は
な
り
ま
し
た
が
十
二
月

二
十
日
頃
ま
で
バ
ス
も
通
つ
て

お
り
ま
し
た
。
雪
積
は
現
在
一

米
一
〇
糎
位
で
し
よ
う
o

正
月
は
珍
ら
し
く
天
気
に
恵
ま

れ
て
大
晦
日
　
一
兀
且
と
も
晴
天

で
平
和
の
お
だ
や
か
な
お
正
月

で
し
た
。

皆
様
も
旅
先
で
故
郷
の
家
族
を

一
偲
び
つ
つ
、
よ
い
お
正
月
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
お
よ
ろ

こ
び
申
上
げ
ま
す
。

帽予いも

の
で
や
が
て
セ
ナ
コ
ー

一
ジ
に
ス
ツ
ベ
で
鹿
渡
に
外
丸
に

一
「
兄
さ
ん
お
婦
り
。
御
苦
労
様

で
し
た
。
」
と
迎
え
に
行
く
時

期
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
楽
し

満
に
御
健
康
で
お
勤
め
の
程
を

一
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

』
無
畢
任
務
を
終
り
お
帰
り
に
な

｝
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

一
す
。
　
　
職
業
係
　
津
端
秀
吉

アワメーター

　
町
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
設
置

さ
れ
て
か
ら
三
年
に
な
る
。
道

路
の
雪
割
や
農
道
の
開
さ
く
、

整
地
そ
の
他
か
な
り
人
手
を
必

要
と
す
る
仕
事
は
殆
ん
ど
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
を
使
用
し
て
い
る
o

業
者
の
場
合
と
違
つ
て
使
用
料

が
安
い
せ
い
も
あ
ろ
う
。
そ
の

た
め
条
件
整
備
の
速
度
が
非
常

に
高
く
な
つ
て
ぎ
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
。
使
用
料
は
町
が
直
接

使
用
す
る
場
合
や
農
業
の
基
盤

を
整
備
す
る
場
合
は
一
ア
ワ
メ

ー
タ
i
当
り
二
千
円
と
し
て
い

る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
よ
く
会
議
の
際
や
相
談
を
う

け
る
際
に
聞
か
れ
る
の
は
、
ア

ワ
メ
ー
タ
ー
と
い
う
稼
働
時
間

一
の
単
位
を
目
】
ハ
体
的
に
説
明
し
て

く
れ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
は
エ
ン
．
シ
ン
の
回
転
速

度
が
基
準
に
な
る
。
仮
り
に
小

一松⊇
五
〇
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
場

合
を
理
論
的
に
言
え
ば
、
エ
ン

ジ
ン
の
最
高
速
度
は
｝
分
間
に

一
、
三
〇
〇
回
転
で
あ
る
が
、

こ
の
最
高
回
転
数
が
タ
イ
ム
一

時
間
連
続
す
る
と
一
ア
ワ
メ
ー

タ
ー
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
×

　
実
際
作
業
を
行
う
場
合
、
排

土
板
に
一
杯
土
を
か
け
て
進
行

す
る
時
に
、
最
高
速
度
に
達
す

る
。
逆
に
引
返
す
時
に
は
ぐ
つ

と
回
転
数
が
低
く
な
る
。
こ
ん

な
行
程
が
繰
り
返
さ
れ
て
エ
ン

ジ
ン
の
回
転
積
算
数
が
ア
ワ
メ

ー
タ
ー
と
し
て
表
示
さ
れ
る
。

従
つ
て
実
際
に
は
一
日
八
時
間

稼
働
し
て
も
、
，
ア
ワ
メ
：
タ
ー

は
五
乃
至
六
と
い
う
数
字
が
出

る
o

一38一


